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1 はじめに
現代社会には，多くの情報が存在し，自分にとって必要ではな
い情報も少なからず存在する．ニュース記事のヘッドラインは，
その記事を読む/読まないの判断をする際，極めて有用である．
しかし，記事によっては，注意を引かせることを目的とした，釣
りタイトルが存在する．実際，ヘッドラインで選んで本文を読
んでみたが，思っていたものと違うと感じたことがある人も少
なくないだろう．これはヘッドラインの品質の問題として考え
られる．また，現在のニュース記事のヘッドラインは人手で作
成されていて，これは労力の問題として考えられる．
以上のことから，文章から自動でヘッドラインを生成するこ
とができれば，労力の面から作成者に，品質の面から読者にそれ
ぞれ有用であると考える．
2 先行研究
竹川 [1]は多くの新聞記事とヘッドラインを比較し，不要な部
分の削除や語句の変換による要約によって，自動的にヘッドラ
インを推定する手法を考案した．竹川が提案した手法は以下の
5つの処理を順番に適用していくというものであるが，システム
の実装には至っていない．
引用文処理 記事中に多く出現する文の形式に，次のようなも
のがある．
• Aが B日 “…”ということを示した．
• Aが B日 “…”と発表した．
• Aが B日 “…”ことを述べた．
これらの文から “…”を抽出する．
文末変換処理 「サ変名詞＋する」をサ変名詞のみに変換する．
時格要素削除 時を表す語を削除する．
連体修飾句・節削除 名詞を修飾するものを削除する
助詞削除 単に助詞のみを削除する．
3 試作システム
竹川が提案した手法を，システムとして実装する．図 1 にシ
ステム構成図を示す．
まず，ニュース記事に対してリード文の抽出，括弧の削除，英
数字の全角から半角への変換を行う．これにより依存構造解析
の失敗を減らすことができる．次に依存構造解析を行う．そし
て，引用文処理，文末変換処理，削除処理を適用してヘッドライ
ンを生成する．
4 システムの評価
作成したシステムを用いて，インターネットサイト「yahoo!
ニュース」の毎日新聞のニュース記事 (80記事)からヘッドライ
ン生成し，元の記事のヘッドラインと比較して，再現率，適合率
を求めた．この際，引用文処理，文末変換処理，削除処理の適用
順序を変更することにより，再現率，適合率にどのような違いが
生じるかを調べた．プログラム作成には Python を用い，依存
図 1 システム構造
構造解析には CaboCha*1を用いた．結果を表 1に示す．
表 1 処理順序入れ替えによる結果
処理順序 再現率 適合率
引用文→文末→削除 0.54 0.24
引用文→削除→文末 0.54 0.24
文末→引用文→削除 0.59 0.23
文末→削除→引用文 0.59 0.23
削除→引用文→文末 0.55 0.24
削除→文末→引用文 0.60 0.23
情報をより多く含んでいる方が良いとの観点から再現率が高
いことが望ましい．従って，表 1 より，文末変換処理を行った
後に引用文処理を行う方が良いということができる．また，再
現率や適合率に影響しないため削除処理の順番はどのタイミン
グでも良いことが分かる．
5 まとめ
文末変換処理後に引用文処理を行うことで再現率が高くなる
原因として，引用文処理によって削除される語句が文末処理を
先に行うことによって削除対象ではない形に変形するというこ
とが考えられる．削除処理の適用順序については，削除処理の
適用される場所が他の 2 つの処理と被らないので再現率や適合
率に影響がなかったと考えられる．今回はプログラムの構成上，
削除処理の 3 つの処理を一纏めにして行ったが，これを別々に
実装した上での処理順序も検討したい．さらに，未実装の処理
があるので，その処理を追加した上での処理順序の検討もして
いく必要がある．
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